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鳥取県が実施する「とっとり茅葺民

家維持再生活用事業」の一環で、現存

する茅葺民家の維持・保存に向けて

の基礎調査を行う団体が公募され、

環境デザイン学科の案が採択されま

した。教員・学生40人で調査隊を結

成し、8月から外観や間取り、居住状

況について調査しています。調査対

象は鳥取県が把握している県東部の

茅葺民家161棟の予定でしたが、調

査先で新たに確認される茅葺民家も

あり、最終的に300棟に迫る勢いで

す。調査隊リーダーの馬場智子さん

（大学院1年）は「茅葺民家が減った

ことで良質な茅葺を入手するための

情報交換が出来なくなり、葺き替え

の職人さんは東部地区で一人きり。

実際に屋根全体を総葺き替えするた

めの人材も確保できないような状況

で、住人同士のネットワーク作りが

大切と訴える住民もいらっしゃいま

す。」と話していました。調査隊の学

生たちは、現地調査を通して住民の

方々の愛着と気概を感じているよう

です。茅葺民家の維持は手間がかか

ります。住民の多くはお年寄りのた

め、次世代が住み繋がなければ今後

棟数が激減するでしょう。調査結果は

平成18年3月末までにまとめて鳥取

県に報告される予定です。

茅葺民家調査隊

●温度調節で減らそう・・・・・・・・冷房の温度は28℃、暖房の温度は20℃に

●水道の使い方で減らそう・・・・蛇口はこまめに閉めて節水を

●自動車の使い方で減らそう・・アイドリングストップ

●商品の選び方で減らそう・・・・エコ製品を購入

●買い物とごみで減らそう・・・・過剰包装を断る

●電気の使い方で減らそう・・・・プラグを抜いて待機電力カット

京都議定書の温室効果ガス排出量6％の削減を実
現するため、環境省が中心となって推進している
国民的プロジェクト「チーム・マイナス6％」に大学
として加入しました。チームの一員として、CO2削
減のための「6つのアクション」に取り組んでいま
す。また、ISO14001の目標にCO2削減を加え、大学
で今後3年間、対平成16年度比15％削減を目指し
ています。個人でも参加出来ますので、みなさんも「
チーム・マイナス6％」のチーム員に加わり、CO2削
減運動を盛り上げていきませんか？
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ロシア・極東国立総合大学 公開講座「どこでもコンピュータ」

平成17年9月16日から5日間の行程で、

鷲野研究・交流センター長がロシアの

ウラジオストックにある極東国立総合

大学を訪問しました。本学と極東国立

総合大学は、平成15年10月に学術交流

に関する基本協定を締結しており、

今回は招聘を受けての派遣です。講

義だけでなく、レズニック副学長、カプ

スティーナ化学・応用生態学部長を表

敬訪問し、今後の交流のための情報

交換を行いました。講義は、協定締結

でご尽力いただいたオシポヴァ教授

の他、学生、教員を含めて100人以上

の聴衆を前に、17・19日の2日に亘って

行われました。17日は沿海州地区の環

境問題にも触れながら環境問題、環

境科学、LCA（LifeCycle Assessment）

について、19日はITS（ Inte l l igent  

Transport Systems）、自動料金収受シ

ステム（ETC）、安全運転支援システム

について、およそ2 時間ずつの講義

でした。講義終了後の質疑応答では、

講義の内容についてはもちろんのこ

と、日本人の環境問題への関心度な

ど講義以外のことについても次々と

質問が出され、大変有意義なものと

なりました。

全4回シリーズで、第1回から第3回は鳥

取県立図書館を会場に開講しました。

第1回は「コンピューターはどうして

動くの？」と題して大筆豊教授が、コン

ピューターは高速計算ができる道具に

過ぎず、何をするかは人間がプログラ

ムしなければならないことを解説しま

した。第2回は秦野諭示教授が「携帯電

話～その仕組みとインパクト～」と題

して、通話やメールの仕組み、普及し

た背景、私達の生活に与える影響につ

いて解説しました。第3回は実森彰郎

教授が「あなたは誰？ネットワーク上の

個人認証」と題して、ユビキタス社会に

欠かせない個人認証の中から生体認証

（バイオメトリクス）を取り上げ、様々

な方式とその仕組み、新たに生まれた

リスクについて解説しました。第4回は

本学のキャンパスと米子コンベンショ

ンセンターを会場に、都倉信樹教授に

よる「身近に使われている自動認識技

術と動向」を、「まなびピア鳥取2005」

の協賛事業として開講しました。鳥取

情報ハイウェイを利用した遠隔講義

はこれまでも実施していますが、今回

は初めてハイビジョン画像で中継を

行いました。

●講義をする鷲野教授

ＩＳＯ関連  環境省の地球温暖化対策推進国民運動「チーム・マイナス6％」への加入


